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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　従来、心臓カテーテル検査のオリエンテーションは紙面を使用して行っていた。しかし、患者から
検査に対する質問や不安の訴えが多く、患者が検査に対して十分イメージできていないと考えられた。
そこで、検査のイメージ化を図る目的でDVDによる動画を取り入れ、その効果をアンケート結果から
検討した。DVDによる動画の導入により、検査のイメージができ、不安の軽減につながった。
　　　　　　　　　はじめに
　当病棟の入院患者の多くは、心臓検査目的で入院
して、診断を確定するため心臓カテーテル検査（以
下心カテ）を受ける。
　そのため検査の不安軽減に対し、従来紙面を使用
してのオリエンテーションを行っていたが、オリエ
ンテーション後も検査内容に関する不安の訴えや質
問が多かった。
　紙面によるオリエンテーションでは患者が検査に
対して十分なイメージができていないこと、また看
護師の経験年数によりオリエンテーション技術に差
があることに起因するものと考えた。
　検査の説明や実際の検査の様子を院内で撮影しデ
ジタルビデオディスク（以下DVD）に編集し、紙
面とDVDの両方を使ったオリエンテーションを導
入した。
　　　　　　　　　研究目的
　DVDによるオリエンテーションが患者の不安の
軽減につながったかを明確にする。
　　　　　　　　　研究方法
　心カテ検査目的で入院した患者69回忌対して
DVDによるオリエンテーションの導入前後で検査
の理解について7項目、不安について3項目の2つ
のカテゴリーに分類し4段階法で得点化したアンケ
ートで調査をした。
　前後の比較統計はマンホイットニーU検定で分析
をした。
　倫理的配慮として、調査の目的を説明し同意を得
て無記名で回収した。
　　　　　　　　　結
1．対象DVD導入前45名
2．特性1）年代別
　　　　　59歳以下
　　　　　60歳代
　　　　　70歳以上
　　　　2）性　　別
　　　　　男　　性
　　　　　女　　性
　　　　3）入院回数別
　　　　　初回入院
　　　　　　再入院
3．
果
導入後24名
前37．8％　後29．2％
前42．2％　後37．5％
前20．0％　後33．3％
前66。7％　後66．7％
前33．3％　後33．3％
前73．3％　後54．2％
前26．7％　後45．8％
　　年齢と性別では前後で差がなかったが前では初
　回入院が多く、後では差がなかった。
4．検査の理解に関しては検査目的、重要性合併症、
食事、手順、処置についてはDVD導入前後では
変化がなかったが検査のイメージ化は有意に上昇
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　している。
5．不安に関しては検査中が有意に低下して
いるが検査前後では差がなかった。
100％
80％
60％
40％
20％
0％
　　　　　　　　　　　　　　　　が　ニ　不安がなくなった←□4口3■2□1→不安が強かった　　衝n＝24
　　　　　　　く0．05「
前　　後　　　　　前　　後　　　　　前　　後
検査前の不安　　　　　槌査中の不：安　　　　　検査後の不安
　　　　図一2　検査に対する不安
6．入院回数からみると初回入院にイメージ化、検
　査中の不安ともに有意差があった。
　　　　不安がなくなった←　　　　　　　→不安が強かった
　　　　　理解できた一□4ロ3’2ロ1一わからない
　　　検査のイメージ化　　　　　　　　　　検査中の不安
　　rPくO、05、　　　　　　　rnpr　　　　　　　　　　　rP＜0．05r　　　　　　　rnpr100％
80％
60覧
40％
20麗
0％
前後　 前後　　前後　 前後11＝33　　　n＝13　　　　　　　nヨ12　　　n＝11
日目ス院　　　　再入院　　　　　　初回ス廃　　　　再入院
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　　　　　　　　　考　　察
　今回イメージ化に大きく変化が現れたのはDVD
のなかで日常的にかかわる病棟のスタッフやコメデ
ィカルが出演していたことで現実性が強く認識され
たためと推測される。
　また、入院中の患者をモデルとして実際に検査し
ているところを撮影し、インタビュー形式で患者の
声を挿入し、経験を語ってもらったことも検査のイ
メージ化に役立ったと考える。　その他の項目で効
果がみられなかった要因として、今回作成したDVD
によるオリエンテーションでは、合併症・服薬や食
事などの細部には触れていなかったために深く理解
するまでには至らなかったと考えられる。
　不安については検査中の不安が有意に低下してい
たが、検査の手順や進行状況がよく理解でき検査の
イメージ化が不安軽減に大きく影響したと考えられ
る。
　しかし検査前の不安軽減には反映されなかったが
DVDでは説明不足である合併症・服薬や食事など
については、繰り返し確認することができる紙面を
利用して、もっと詳しく説明することで、DVDで
の不足面を補えることができるのではないか。
　今後はオリエンテーション用紙の改善も必要であ
る。
　初回入院で特に効果がみられたのは、一般的に心
臓検査が重大で危険が伴う検査であるという漠然と
した印象から、痛みや検査の手技に対しての具体的
な不安に変化し、検査の内容や手順を理解できたた
めと思われる。
　高木は「検査の理解や認識の歪んだ知覚は患者の
検査への主体的、自主的な参加を阻むばかりでなく、
不安、恐怖の最大原因になる」と述べている。
　また不安は循環動態を変化させ、スムーズな検査
の進行にも影響することもあり、今回オリエンテー
ションの重要性を改めて認識した。
　　　　　　　　　結　　論
　DVDにより実際の検査を動画で見ることにより、
検査内容の理解が深まり不安の軽減につながったと
考えられる。
　以上によりDVDによるオリエンテーションは有
効であった。
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　　　　　　　　　おわりに
今後の課題として検査前、後の不安に対しての取
り組みが必要であることが明確となった。
　また、DVDの特性である編集機能を使い検査結
果を編集し、退院時に渡すことで疾患への意識が高
まり、自己管理意欲向上へつながることやセカンド
オピニオンの資料としても活用できることなど、
DVDに期待できるものは大きい。
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